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 近年、北極域と中緯度間の気候リンクの研究が非常に盛んである。これは、北極域の環境変動、とくに北極域

の海氷減少と中緯度の気象・気候の間に統計的有意性以上の物理的関係がある事をさす（Honda et al., 2009, Jaiser 

et al., 2012, 2016, Cohen et al. 2014, King et al., 2015, Nakamura et al., 2015, 2016）。具体的には、夏から秋にかけて北

極海それもバレンツ−カラ海の海氷が少ないと、続く冬季に、日本を含む極東・ユーラシアで寒冬・大雪が多い傾

向があること、さらには中緯度陸域の広い範囲でも極端現象の増加が見られる事などが分かってきている。本発

表では、この北極域と中緯度間の気候リンクについて、その研究背景からはじめて、本プロジェクトでどのよう

な研究が行われたのか、また何が分かって、何がこれからの課題として残されているかについて述べる。尚、こ

の研究発表では戦略目標 3a の「北極域における環境変動が日本周辺の気象に及ぼす影響の評価」に関する研究内

容を日本にとどまらず北半球中緯度全体に広く拡張する。 
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